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「環境未来都市」構想推進国際フォーラム inポートランド 

の開催結果について 

 
内閣府 地方創生推進室 

 
１．「環境未来都市」構想の趣旨 

 「環境未来都市」構想は、限られた数の特定の都市を環境未来都市として選定し、21 世紀

の人類共通の課題である環境や超高齢化対応などに関して、技術・社会経済システム・サービ

ス・ビジネスモデル・まちづくりにおいて、世界に類のない成功事例を創出するとともに、そ

れを国内外に普及展開することで、需要拡大、雇用創出等を実現し、究極的には、我が国全体

の持続可能な経済社会の実現を目指すものである。 

 
 
２．「環境未来都市」構想の基本コンセプト 

 環境未来都市は、「環境・超高齢化対応等に向けた、人間中心の新たな価値を創造する都市」

の実現に向けて、我が国及び世界が直面する地球温暖化、資源・エネルギー制約、超高齢化対

応等の諸課題を、持続可能な社会経済システムを構築しつつ、また社会的連帯感の回復を図り

ながら解決し、環境、社会、経済という３つの価値を創造しつづける「誰もが暮らしたいまち」

「誰もが活力あるまち」を目指す。 
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３．環境未来都市・環境モデル都市の選定 

平成 23 年 12 月、全国から 11 の環境未来都市（うち被災地域６地域）を選定した。 
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平成 20 年度に 13 都市、平成 24 年度に７都市、平成 25 年度に３都市の合計 23 の環境モデ

ル都市を選定した。 
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４．プログラム 

 
 

９:00～９:15 

○挨拶 

 主催者   内閣府地方創生推進室 室長代理 川上 尚貴  氏 

 開催地代表 ポートランド市長 チャーリー・ヘイルズ  氏 

 来賓    アメリカ連邦政府住宅・都市開発省 ポートランド・フィールド・オフィ

ス ディレクター マーガレット・サラザール 氏 

9:15～9:45 

○基調講演 

 ・「環境未来都市」構想について 

   東京大学名誉教授 （一財）建築環境・省エネルギー機構 理事長 村上 周三  氏 

9:45～10:30 

○事例紹介（ポートランド市） 

 ・TriMet エージェンシー・アーキテクト ロバート・ヘイスティングス  氏 

 ・PLACE プリンシパル ゼリカ・キャロル・カゲズ 氏 

 ・Puttman Infrastructure, Inc. プレジデント トム・パットマン  氏 

10:30～11:00 休 憩 

11:00～12:15 

○事例紹介 （環境未来都市・環境モデル都市） 

 ・富山市長 森 雅志  氏 

 ・下川町長 谷 一之  氏 

 ・東松島市 復興政策課長 高橋 宗也  氏 

 ・御嵩町長 渡邊 公夫  氏 

 ・小国町長 北里 耕亮  氏 

12:15～13:30 
○ランチョンプレゼンテーション 

  ULI グローバル CEO パトリック・L・フィリップス 氏 

13:30～15:30 

○プレナリーセッション ・地方創生に向けた『まちづくり』 

 １、プレゼンテーション 

  ・柏市長 秋山 浩保 氏 

  ・横浜市 環境未来都市推進担当理事 信時 正人 氏 

  ・ポートランド市 企画・サスティナビリティ局  

   政策・研究・イノベーションマネージャー マイケル・アームストロング 氏 

 ２、ディスカッション 

  【モデレーター】 ポートランド市開発局 国際事業開発オフィサー 山崎 満広 氏 

  【パネリスト】 

  ・ＵＬＩジャパン エグゼクティブディレクター Ｊ・マイケル・オーエン 氏 

  ・柏市長 秋山浩保  氏 

  ・横浜市 環境未来都市推進担当理事 信時 正人  氏 

  ・ZGF Architects アソシエート・パートナー チャールズ・ケリー  氏 

  ・ポートランド市開発局 セントラルシティマネージャー リサ・アブアフ  氏 

  ・Pearl District Neighborhood Association  

               ヴァイス・プレジデント ケイト・ワシントン  氏 

15:30～16:00  休 憩   

16:00～16:30 

○特別講演 

 ・メトロ政府代表 カウンシル・プレジデント  トム・ヒューズ  氏 

○閉会挨拶  

 ・内閣府地方創生推進室 室長代理 川上 尚貴  氏 
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５．開催概要 

「環境未来都市」構想の海外における普及展開を目的に、「地方創生による『まちづくり』」

をテーマとして、２月９日に米国オレゴン州のポートランド市で、国際フォーラムを開催した。 

今回のフォーラムでは、地方創生に向けたまちづくりに関する意見交換を行い、今後の持続

可能なまちづくり・地域連携に係る政策・立案に役立てるため、プレゼンテーションやパネル

ディスカッションを実施した。 

 
○挨拶   
主催者挨拶： 

内閣府地方創生推進室室長代理 川上尚貴氏 

主催者を代表して川上氏が挨拶し、「環境未来都

市」構想とフォーラムの目的について説明を行い、

目指すべき方向性を表した言葉として、「世界で共

有する未来」、すなわち「Globally shared future」

をいう言葉を提唱し、分かち合うことを提案した。 

 
開催地挨拶： 

ポートランド市長 チャーリー・ヘイルズ氏 

 ポートランド市・オレゴン州と日本とは、長期に

わたる特別な友情関係があり、ポートランドの持続

可能性を支えるリーダーシップについて、本フォー

ラムで有意義な知見の共有ができることに大いに期

待したいとの挨拶があった。 

 
来賓挨拶： 

米国連邦政府住宅都市開発省 ポートランド・フィ

ールド・オフィス ディレクター 

マーガレット・サラザール氏 

経済的に落ち込んだ近隣区域を改善するための補

助金「チョイスネイバーフッド」が、更なる投資を

誘引しコミュニティを作り上げる呼び水になってい

ることや、犯罪予防、雇用創出や職のアクセス改善

につながりっていること、また高齢化が進む米国に

おいて同省が高齢者にも適切な住環境を提供するた

めに努力していることの紹介があった。 

 

川上尚貴氏 

チャーリー・ヘイルズ氏 

マーガレット・サラザール氏 
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○基調講演 

（一財）建築環境・省エネルギー機構理事長 

村上周三氏 

内閣府の環境未来都市推進委員会の座長でもある

村上氏が、「環境未来都市」構想について、持続可能

な社会に向けたトランジション・マネジメントの実

践フィールドという観点から、「環境未来都市」構想

の全体像ついて説明した。 
 
〇ポートランドの事例紹介 
TriMetエージェンシー・アーキテクト 

ロバート・ヘイスティングス氏 

水利や地形や地質といった自然条件がポートラン

ドの人々のライフスタイルや文化に大きな影響を与

えていることや、過去から現在に至る、自然やまち

に関する人々の考え方の変遷、人々のまちづくりへ

の係り方、イノベーションや創意工夫の仕方など、

ポートランドにおけるまちづくりの全体像と特徴

についての紹介があった。 
 

PLACE パートナー／アーバン・デザイナー 

ゼリカ・キャロル・カケズ氏 

ポートランドのまちづくりにおけるプレースメー

キングを中心に発表。人々がそれぞれ自分の役割を

持ち、公共の場を利用する、使う、そこで思い出を

つくるといった、プレースメーキングの重要性や、

自然や水など地域にあるリソースを活用して、経済

的なメリットを生み出し、まちを活性化させること

などについて説明があった。 
 

○日本の事例紹介 

「今日の環境未来都市」  

富山市長 森雅志氏 

公共交通の活性化と公共交通沿線への居住誘導を

中心としたコンパクトシティへの取組成果や、地域

のビジネスの育成と新しい産業の誘致による経済レ

ジリエンスの強化に向けた取組、環境の持続可能に

向けた取組等についての紹介があった。 
 
 

村上周三氏 

ゼリカ・キャロル・カケズ氏 

森雅志氏 

ロバート・ヘイスティングス氏 
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「環境未来都市「下川町」～森林活用小規模自治

体モデルの構築～」 下川町長 谷 一之氏 

地域の森林資源によるエコハウス技術を活用した

公共建築物や戸建て住宅の普及、木質バイオマスエ

ネルギーの利用、森林バイオマスを活用したカーボ

ンオフセット等を紹介。また、超高齢化に対応する

エネルギー自給型の集住化エリアなどの取組によっ

て、地域資源を活用した産業を創造し、次世代へ向け

た持続可能な集落をデザインする構想などが示され

た。 
 
「東日本大震災からの復興のまちづくり」 

東松島市復興政策課長 高橋宗也氏 

東日本大震災の被害に対して単なる復興、復旧だ

けではなく、「環境未来都市」構想への取組によって

少子・高齢化、エネルギー、環境の問題など、日本

で課題となっている問題を復興とともに解決しよう

という試みや、そのために市と公的な団体、民間会

社が加盟して立ち上げた東松島市未来都市機構など

についての紹介があった。 
 
「この環境を未来へ」 

 御嵩町長 渡邊公男氏 

産業廃棄物処分場建設に関して行われた全国初

の住民投票による、住民の環境意識の高まりや、環

境モデル都市へのチャレンジなどの経緯が説明さ

れた。また、山林吸収や、公共交通機関の活用によ

る自家用車利用の減少によるＣＯ２削減の取組、再

生可能エネルギーをつくり出す取組等の紹介があ

った。 
 
「地域資源の活用によるまちづくり～地熱とバ

イオマスを活かした農林業タウン構想～」  

小国町長 北里耕亮氏 

地熱とバイオマスを生かした農林業タウン構想に

関して、豊富な森林資源を活用した大規模木造建造

物や、地熱の面的な活用の取組について説明があり、

また、移住者の新しい考えやアイデアを活用した商

品開発や、木育による子供の情操教育など、地域の

活性化の様子が紹介された。 

下川町 谷一之氏 

高橋宗也氏 

渡邊公夫氏 

北里耕亮氏 

谷 一之氏 
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○ランチョン・プレゼンテーション 
「住民によるまちづくりを考える」  

ＵＬＩ グローバルＣＥＯ パトリック・L・フ

ィリップ氏 

まちづくりにおける３つのキーワードをもとに説

明があった。 
１つ目のキーワードは、「密集度と住みやすさ」。

密集度がある場所は、特徴のあることであり、魅力

があり、物事が進む。密集度が高いことはいいことであるが、住民から見ると密集度が高い

ことが悪いことと受け取られることが多く、密集度が高いことと住みやすことを両立する、

良い密集度というものをどのように考えるかについて香港、ロンドン、ビーバートン、ニュ

ーヨーク等の事例を通じて説明があった。 
２つ目のキーワードは、「テクノロジーと市民参加」。公的なサービスの提供に関するテク

ノロジーの活用と、市民参加におけるテクノロジーの活用に関して、マッピングテクノロジ

ーを用いた警察のシステムによる都市部の犯罪減少や、モバイルテクノロジーによるパブリ

ックなリソースに対する人々のコネクティビテイ向上、ロケーションとマッピングソフトウ

エア、ＩＯＴテクノロジーによるシェアコミュニティー、シェアエコノミーの進化等が、ま

ちづくりに与える影響等について説明があった。 
３つ目のキーワードは、「パートナーシップとネットワーク」。ＵＬＩが市町村レベルの首

長とのネットワークづくりのグローバルな活動について紹介があった。 
 
○プレナリーセッション パート１ 

 プレナリーセッションは、パート１とパート２

の２部構成で行われた。まず、パート１では、日本

の２都市（柏市、横浜市）とポートランド市がプレ

ゼンテーションを行った。 

 

「「世界の未来像」をつくる街 柏の葉スマー

トシティ」 

柏市長 秋山浩保氏 

柏の葉が、ポートランドのまちづくりを取り込んでいること、産官学が一緒になってゼロか

らつくった新しい街であること、さらに、新しい住民の方との関係を深め、まちづくりに対す

る意識を高めるためのコミュニティーアクティビティーズの仕掛けなどについての説明があ

った。 
 

「環境未来都市・横浜での市民と協働したまちづくり」 

横浜市 温暖化対策統括本部環境未来都市推進担当理事 信時正人氏 

横浜市が、急激な都市化による都市問題に対して、六大事業と呼ばれる総合的な施策を展開

し、課題克服に成功してきたといった歴史的背景や、行政と横浜市民と事業者が一丸となって

市内のごみ排出量を約４０％削減した事例を通じて、横浜市民の公共意識の高さなどの説明が

左から、アームストロング氏、信時氏、秋山氏 

パトリック・L・フィリップス氏 
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あった。また、「横浜スマートシティプロジェクト」における市民との協働によるＨＥＭＳ導

入などの展開についても説明があった。 
 
ポートランド市企画・サスティナビリティ局 政策・研究・イノベーションマネージャー  

マイケル・アームストロング氏 

 ポートランドのまちづくりに関して、地理、地形というものが重要な役割を果たしていると

いうことに加え、住民参加、コミュニティー・インボルメントの中から、創意工夫していくこ

との重要性が指摘され、そのための具体的な取り組み方として、ビジョンの共有の仕方や、意

見の集め方などについて、気候変動対策計画の事例などを通じての説明があった。 
 

○プレナリーセッション パート２ 

・ファシリテータ 

PDC国際事業開発オフィサー 山崎満広氏 

・パネリスト 

柏市長 秋山浩保 氏 

横浜市理事 信時正人氏 

ULIジャパン（有識者）J. マイケル・オーエン氏 

ZGF Architectsアソシエート・パートナー チャ

 ールズ・ケリー氏 

PDCセントラルシティマネージャー  リサ・アブ

 アフ氏 

Pearl District Neighborhood Associationヴァイス･プレジデント ケイト･ワシントン氏 

プレナリーセッションのパート２では、パート１のプレゼンテーションを踏まえて、６名

のパネリストによるパネルディスカッションを行いました。パブリック・エンゲージメント

や市民参加に関して事例の紹介を交えながら活発な意見交換が展開され、最後にファシリテ

ータから、次のようなまとめが行われた。 
・まちづくりのプロジェクトを進める上で、どのようなリソースがあるのか、文化や言葉と

いうところで、それをどういうふうにうまく入れていくかということが大事なことである。 
・世代間の中でお互いにそれをトランゼーションする何かが必要である。 
・パブリック・エンゲージメントということを考えたときには、コミュニケーションという

ものが常に中核的な問題である。 
・日本、ポートランドどちらの文化も何らかの形で穴がある。その穴も一つではなく幾つも

ある。これらを埋めていくために、お互いの側で努力していかなければならない。 
・このような穴を埋めるために何が穴なのかということをまず自分たちで見分けて、それに

対する対策を自分たちで考えていくということが必要である。 
 

左から、ワシントン氏、アブアフ氏、ケリ

ー氏、オーエン氏、信時氏、秋山氏 
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○特別講演 
メトロ政府カウンシル・プレジデント 

トム・ヒューズ氏 

本フォーラムでの議論を通じて、「コラボレーシ

ョン」や「共同」という言葉が成功の鍵を握ってお

り、これがあるからポートランドは成功したのだと

考えているとの見解が示された。 
また、ポートランド全体、ポートランド市近郊な

ども合わせて１６０万人という人口を抱えた地域

に対して責任を持っている地域政府メトロ政府があることが、本当の意味で真にユニークであ

り、ポートランド特有であること、そして成功の鍵であるかということを、いくつかの事例を

参考に説明された。さらに官民連携のグレーター・ポートランド・インクという会社を作るこ

とや、ＰＤＣ・管轄内の地方政府との協働によって課題の解決・調整や地域の発展に取組むこ

との重要性が示された。 
 
○閉会挨拶 

内閣府地方創生推進室室長代理 

川上尚貴氏 

閉会に際し、本フォーラム全体の振り返りととも

に、本フォーラムで得られましたまちづくりの成功事

例についての共通認識を元に、日米両国、そして人類

共通の課題の解決に向けた取組をいっそう推進して

いくことが重要であり、世界共有の未来、すなわち

「Globally shared future」につながるものであるこ

とが示された。 

 

 

トム・ヒューズ氏 

川上尚貴氏 


